
 

保健 研究部 
 

    大阪市立幼稚園 全５１園の養護教諭で構成している研究組織です。 

子どもたちの健やかな成長を願い、討議会や情報交換を通して資質向上に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８・９年度 研究主題 

幼児期の保健教育を通して、健康に生活しようとする意欲や態度を育む 

 

第１回目の研究部会では、主題についての共通理解を図りました。 

養護教諭の行う保健教育の内容は、教科書があるわけではありません。幼稚園教育要領や就学前教

育カリキュラムに基づき、養護教諭が、子どもたちの実態に合った内容や教材を考えて実施していま

す。その中で、指導の「ねらい」を明確に立てることの重要性やそのために保健管理の職務など、養護

教諭の専門性を活かし、子どもの実態を丁寧に捉える必要があることを再確認しました。 

ねらい： 熱中症を防ぐ 

指導内容： 病気にならないよう、 

水分補給をしましょう！  

No.２ 

指導したものの、十分な水分補給が

できていない幼児がいる。 

なぜ？？ 

考えられる要因   ・実態把握が不十分である  ・ねらいが具体的でない 

子どもの実態を丁寧に捉えると・・・ 

一度にガブガブとたくさん飲む、飲んだと申告するがほんのひと口だけ飲む、水分補給を促しても

さっき飲んだから大丈夫とこまめに飲まない、などの子どもがいる。 

 

明確なねらいを設定 

●暑い時に病気にならないための水分補給の大切さを知る。 

●水分補給の頻度や量など、具体的に理解し、行動できるようになる。 
 

水分補給が大事だと知らせるだけでは不十分であること、子どもが自分で適切な水分補給がで

きるよう、具体的な水分補給のタイミングや量を理解できるようにする必要があることなど、実

態や課題を的確に捉えることで、「ねらい」や「子どもにどうなってほしい」のかが見えてくる。 

 

 

子どもの実態を丁寧に捉えた保健教育とは？ 

第１回研究部会 令和８年５月１３日 
 


